
ＱＣＬｉｎｘ　Ｃｌｉｅｎｔ　取扱説明（ＲＳ２３２Ｃ取り込み時）
Ⅰ．メイン画面（QCLinx Clientのアイコンをダブルクリック）

Ⅱ．自動でｗｅｂ登録データがダウンロードされる ：上記①にて「インターネット接続」を指定した場合。

①「インターネット接続」
をチェックする

②「ユーザーＩＤ」を入力する

④クリックして業務を開始する

① ②

③

④

自動的にＰＨＳによる通信が始まります 上記の画面でデータのスクロールが完全に終わったら画面が自動で閉じます

自動的にＰＨＳが切断されます

「ローカル接続」
の場合はデータ送信時に
再度「ユーザーＩＤ」と
「パスワード」を訊ねてくる。

③「パスワード」を入力する
(大文字･小文字に注意）



Ⅲ．システムメニュー画面

①「測定値データ取り込み」をクリック

②「自動(RS232c通信)」
の方をチェックする

③「▼」ボタンをクリックし、
測定機器を選択する

④「次へ」をクリックし、
データ取り込み画面へ移る

①

②

③

④



Ⅳ．測定値データ取込み(RS232c通信)画面 ：自動分析装置からのケーブル関係の接続がきちんと行われているかチェックする。

「システムメニュー」画面に戻る

このメッセージが表示されると、データ
取り込みが無事終了したので、「ＯＫ」を
クリックして終了する

①▲▼ボタンをクリックし、
「測定日」を選択する

②「起動／再開」をクリックし、
インジケーターが緑色になるのを確認

⑩分析装置の送信パラメータを
チェックし、データ送信を
実行する。

①

②

② ②

⑪自動分析装置からデータが
送信されると

この部分にメッセージが流れる ⑪



Ⅴ．測定値入力／確認画面 ：上記Ⅲ．システムメニュー画面の、「測定値入力／確認」をクリックして選択する。

「システムメニュー」画面に戻る

①▲▼ボタンをクリックし、「測定日」を選択す
る

②「▼」ボタンをクリックし、測定機器を選択
する

③「▼」ボタンをクリックし、
何回目の測定を確認するのかを選択する

④「検索」ボタンをクリックする

⑤それぞれのコントロール毎に、
各項目のデータを確認する

（このスペースから手入力や手直しも可能）

⑥上記の手入力や手直しなどがあった場
合、「更新」をクリックする

⑦データの確認、更新が終了したら、
「終了」をクリックする

①

②
③

④

⑤

⑥ ⑦



Ⅵ．測定データーアップロード画面 ：上記Ⅲ．システムメニュー画面の、「測定ﾃﾞｰﾀｰｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ」をクリックして選択する。

「システムメニュー」画面に戻る

終了 　をクリックして「システムメニュー」を終了する

業務終了 　をクリックして「メインメニュー」を終了する

①データ送信をする日を選択する。
（データ送信された日は太字で表示される）

②上記の日付を確認後、
「送信」をクリックする

③ダイヤルアップ（自動ｏｒ手動）され、データが送信され、
このスペースに通信ログが表示される。
無事送信された場合は、

終了された旨のメッセージが表示される。

④上記の終了のメッセージを閉じたあと、
「ﾒﾆｭｰへ」をクリックし、この画面を終了する。

①

②

③

④


